（法 第10条関係）


役　員　名　簿

特定非営利活動法人○○○○○○○○
	役職名
	氏　名
	住　所　又　は　居　所
	報酬の有無

	理事

理事

理事

…
監事

…
	郡山　太郎
福島　次郎
安積　三郎
開成　四郎

	福島県郡山市○○町○○番地の○
福島県郡山市○○町○○番地の○
福島県郡山市○○町○○番地の○
福島県郡山市○○町○○番地の○

	有
無
無
無




備考

１「役職名」には、理事、監事の別を記載する。

２「住所又は居所」には、福島県特定非営利活動促進法施行条例第２条第３項に掲げる書面（住民票等）によって証された住所又は居所を記載する。

３「報酬の有無」の欄には、定款の定めに従い報酬を受ける役員には「有」、報酬を受けない役員には「無」を記入する。

４　役員総数に対する報酬を受ける役員数（「報酬の有無」欄の「有」の数）の割合は、３分の１以下でなければならない（法第２条第２項第１号ロ）。

５　用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とする。

報酬を受ける者がいる場合、役員総数の1/3以下であること


活動予算書との整合性に注意





記入例





理事


監事


のいずれか





④





④





⑤





住所の表記も、住民票と同一としてください。算用数字、漢数字の違いに注意してください。





氏名の漢字は、住民票と同一としてください。旧字体、異体字等を使用している場合も、そのとおりに記載してください（手書きでもかまいません）。





役員の親族の制限（法21条）


役員総数が5人以下の場合は、三親等内の親族関係にあるものは、役員になることができません。


役員総数が6人以上の場合は、三親等内の親族関係にあるものは、本人以外もう一人役員になることができます。








